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確
か
な
学
び 

学 

力 

の 

向 

上 

読書週間の定着 

学校図書館の利用の充実 

基礎・基本的な学習の定着 

自由読書以外に、学校図書館を活用して行う調べ学

習を各学年年間１回以上取り組む。 

「読書は好きですか」８２％以上 

「図書館を利用した学習は好きですか」８２％以上 

児童アンケート 年度末 ○ すべての学年で、学校図書館・公共図書館の団

体貸出を活用し調べ学習を継続中。 

○ ・アンケート結果より、肯定的な意見が８２％以上
あり、図書館の利用充実に取り組めた。 
・自主学習では、８２％以上が「積極的に取り組め

た」と肯定的な回答であった。引き続き意欲的に
取り組めるよう勧めていきたい。また、基礎・基本
を定着させ、国語・算数の単元テストは全学年で
７０％以上を達成できた。 

〇 探究的な学びの実現に向け、図書を活用した

学習の充実を今後とも期待する。 

子どもが主体的に基礎・基本の定着を図る力

を育むため，自主学習の取り組みは有効であ

る。 

基礎・基本と学習習慣の定着 
●自主学習ノートの充実（学年・学校としての交流） 
●朝学習（国・算）の充実。金曜日に算数の復習。 

「自主学習に積極的に取り組むことができた。」 
８２％以上 

国語・算数の単元テストで知識・技能の項目 
７０％以上 

児童アンケート 年度末 ○ 掲示板を利用して各学年の自主学習を交流。 
週に２回、朝学で国語と算数の学習を進めてい
る。 

○ 〇 

授

業

改

善 

学びのコンパスを活用した「子ども

が考える授業」を展開し、みんながわ

かる・できる授業をめざす。 

 

学びのコンパスを活用した授業を実施する。また、自
己解決の場面に重点をおいた校内授業研究会を行
う。 

全教職員による公開授業実施 実践報告 

 

年度末 

 

○ 校内授業研（全６回）実施 
全員公開授業（順調に進んでいる） 
学びのコンパスは各担任・専科で取り組み中。 

○ ・校内授業研・学校群合わせて全6回実施済み。 

・全職員公開授業は２月末までに実施。 
・各学年・専科で、学びのコンパスを意識した授
業に取り組んだ。２月１２日報告会を実施。 
・児童用パソコンを活用して、学習課題や調べ学
習などに取り組むことができた。また、８２％以上

の児童がアンケートに肯定的な回答であった。 
・特別支援研修を実施し、支援を要する場合は、
アセスメントを行うよう共通理解を図った。必要に
応じて校内支援委員会を実施し、支援方法や支
援級入級に向けての検討を行った。 

〇 
校内授業研修・全職員公開授業をとおした研

鑽は今後とも大切である。 

「そろばん」の活用等、具体的に数をイメージし

やすい学習活動が大切と考える。 

ＩＣＴの活用は児童の学習意欲向上に効果が見

られる。家庭との連携が深まるように情報発信

や啓発も進めるとよい。 

児童用パソコンを活用した授業を各学級で 

1日１時間以上実施する。 

「パソコンを活用した授業は楽しい」 

８２％以上 

児童アンケート 年度末 ○ ICT活用研修などを実施し、１日１回以上授業で

児童用パソコンの活用に取り組んでいる。 

○ 〇 

特別支援の充実 

校内支援委員会の機能の充実 

特別支援研修の実施 実践報告 年度末 ○ 全職員に対して特別支援研修を実施。また、校内

支援委員会を実施し、共有を進めている。 

○ 〇 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

豊

か

な

心

の

育

成 

 

「相手に対して思いやりをもった教職

員集団 チーム赤坂台」を目標とし、

豊かな人間性を育成できる学校づく

りをめざす。  

人権教育の充実 人権教育研修の実施（ジェンダー教育） 

人権教育計画に基づき実施 

実践報告 年度末 ○ 7/31ジェンダー平等教育教職員研修を実施。 

全学年が人権教育年間計画に沿って実施中。 

○ ・ジェンダー平等に関する授業を全学年に行える
ように計画し、実施した。 
・なかよし集会を通して、高学年が下級生に対し
て思いやりをもって接する場面が増えた。また学
校群の取り組みによって、小小交流や中学の先生

が小学校に来るなど、頻繁な交流が進み、協働的
な学びができている。 
・学校生活アンケートによると「学校は楽しいです
か」の項目で９０％以上の児童が肯定的な回答を
していた。しかしながら、少数の児童は否定的な

回答をしている。教室内外問わず居場所のある
環境を作っていきたい。 

〇 赤坂台学校群で学校間の連携を進めること

で、9 年間の連続した学びが充実すると考え

る。 

ジェンダー平等への学習の一環として、家庭・

地域への啓発活動を進め、協力できる環境を

構築することも大切である。 

少数とは言え、否定的な回答をしている児童へ

のサポートや居場所づくりを大切にしてほし

い。 

★赤坂台中学校区グランドデザイン 

めざす子ども像の育成 

集団の中で自分と向き合い、積極的に自分の役割
を果たし、 
他者の意見も尊重しながら共に成長できる。（高） 
自他の違いを認め、協働できる（中） 
気持ちに折り合いをつけ、相手に思いやりをもっ
た行動ができる（低） 

教職員アンケート １２月頃 ○ たてわり班によるなかよし集会、わいわいまつ
りの実施。児童が協力しながら出し物を考え、
運営する企画だが、一人ひとりが発達段階に合
った役割を責任もって果たし、楽しむ姿が見ら

れている。 

○ 〇 

いじめ防止に向け、「仲間づくり」を大切にし、子ども

一人ひとりと向き合う学年・学級経営を行う。 

「学校に行くことが楽しい」 

児童・保護者ともに90％以上 

学校教育自己診断 年度末 ○ 毎月、生徒指導委員会で各クラスの情報を共有。
いじめについての認識を教職員内で統一し、学
級運営を行っている。毎学期末に生活アンケート
を実施し、全児童と個別面談を行うなど、いじめを
見逃さないように取り組んでいる。 

○ 〇 

健

や

か

な

体 

運動に親しむ機会の充実 
運動する習慣・意欲・能力を高める環

境整備 
早寝・早起き・朝ごはんといった基本

的生活習慣の充実 

体を動かすことの心地よさや運動の楽しさを実感し、

さらに自己の記録等高みを目指せる授業展開に取り
組む。 

運動に楽しめる活動設定 

各授業での体力づくりの工夫 

実践報告 年度末 ○ 体育委員会によるドッジボール大会の実施や授

業での体育の工夫、学校群での小中連携授業な
ど運動に親しめる工夫をしている。 

○ ・ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙ大会を通して、授業のみならず、休み

時間なども楽しく運動に取り組むことができた。 
・生活習慣チェックの結果より、睡眠、朝食、歯み
がきについて、１２月は７月よりもよくなった。保健
指導実施で生活習慣が向上した児童が増えた。 

〇 生活習慣や虫歯の治療・ICT 活用による視力

低下等、健康の保持については、学校、家庭、

関係機関の一体的な取り組みの継続が大切

である。 

基本的生活習慣の定着に向けた取り組みを通して、
健康について考える力を育む。また、保護者に向けた
啓発を行う。 

同一集団による、達成率の向上 生活習慣アンケート 年度末 ○ 生活習慣チェック（１週間）を年に２回実施。保健
委員会の活動と共に、全児童、保護者への啓発活
動を続ける。 

○ 〇 

（信
頼
さ
れ
る
学
校)  

安
心
・安
全 

学校情報の積極的な発信と地域・家

庭から信頼される学校づくりを行う。 

地域との交流 2・3年生の地域との心の交流実施 実践報告 年度末 ○ ２学期に地域の方と手紙の交流を実施。 ○ ・地域の方と手紙の交流を実施し、地域とのつな
がりを深めることができた。 

・tetoruや学校HPを活用し、情報発信をするこ
とができた。 

〇 個人情報への配慮をしながら、引き続き、積極

的な情報発信と地域交流に努めてほしい。 
情報発信 
緊急時の対応 

学校ＨＰ充実、校報の充実 
緊急時の対応周知や情報発信の充実 

実践報告 
学校教育自己診断 

年度末 ○ Tetoruで校報や下校時刻など発信、学校HPの

更新等情報発信の充実に努めている。 
○ 〇 

「確かな学び」の現状 

・全国学力・学習状況調査において、「勉強は大切だ」「学習したことは将来社会に出たときに役に立つと思う」という問いに対し、国語・算数共に９１％以上の

肯定的回答が見られた。学びに対する意欲的な姿勢から、子どもの自主性と自律的に学ぶ力を育み、基礎学力の定着を重点課題として教育活動を進める。学校図

書館及び児童用パソコンを活用した探究的な活動に丁寧に取り組み、情報活用能力を育む。また、自主学習や、国・算の朝学習をはじめ、学びのコンパスを活用

した「子どもが主体的に考える授業づくり」について取り組み、基礎・基本と学習習慣の定着を図る。特別支援コーディネーターを核とした校内支援を進め、誰

一人として取り残すことのない教育を推進する。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 
・前年度の学校教育自己診断では「学校に行くことが楽しい」の項目で９割以上の肯定的な回答が得られているが、肯定的な回答ができなかった児童が一定数いることを真摯に受

け止め、子ども一人ひとりと向き合った指導を行う。「いじめアンケート」等も活用していじめの未然防止に努め、子どもの道徳性や自尊感情の醸成を図り、豊かな心を育む。さら

に、教職員の人権感覚に磨きをかけ、人権教育の基盤を盤石にする。 

・運動能力に関しては、堺市平均値に比べて課題のある項目がみられる。体を動かすことの心地よさや運動の楽しさを実感できる学習活動を継続的に実施し、解決を図る。６年生

では、赤坂台学校群として連携して体育の授業に取り組む。また、全児童において運動、食事、休養及び睡眠の調和がとれた生活を送ることができるよう家庭との連携を図る。 

令和６年度 重点目標  

             人間尊重の精神に徹し、未来に生きるたくましい生活力と豊かな人間性を養う。 

校長より（年度末） 
・コロナ禍で、集団として果たす「協力して」「人の意見を聞いて考える」「さまざまな場面で」といった機能や経験を積み重ねることが約３年間抜け落ちていたことを埋めるべく、教育活動で工夫をし
ています。例えば、異年齢活動を通じ相手に思いやりをもった行動を行うこと、学習の中で自分の課題を見つけ、周囲との協力のもと学習を進めていくこと等、人との関わりを今後も増やしていきた
いと考えています。 
・学習の中での ICT活用は、必要な情報を自分で取捨選択する能力が必要となります。新しい知識をすぐに探し出せるのは利点ですが、情報をしっかり検証できる力を付けていきたいと考えます。 
・今年度始まった「赤坂台学校群」の中で、同じ赤坂台中学校区で暮らす仲間意識をもって集団を築いていけるよう、地域と学校が連携して子どもを認め励ましていきたいと思っています。 

学校関係者評価者から（年度末） 
自分で課題を見つけ、周囲と協力し学習を進めていける児童の育成に向けて、学校群
の取り組みが進み、教育活動が多様化してきている。 
ICT の活用は、児童の学習意欲向上につながっている。子どもたちが情報を検証でき
る力を身に付け，将来活躍できることを期待している。 
すべての児童の居場所づくりに学校・地域・家庭で協働を深めていきたい。 

（様式⑦－1 小学校・中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

                     社会の中で人とつながり、よりよく生きる子 

 


